
(57)【要約】

【課題】分光画像を構成する波長域のマトリクスデータ

を用いてカラー画像信号に基づくマトリクス演算を行い

、選択された波長域の分光画像を形成する内視鏡装置に

おいて、新たな波長域の設定を混乱無く実行可能とする

。

【解決手段】ＲＧＢ信号と、選択された３つの波長域の

λ１，λ２，λ３信号に対応するマトリクスデータとか

らマトリクス演算を行い、分光画像を形成する色空間変

換処理回路２９を有する内視鏡において、波長選択手段

３５において選択される波長域の初期設定値を記憶した

デフォルトデータ記憶領域４２ａおよび、初期設定値か

ら変更された後に波長選択手段３５において選択される

波長域を記憶しておく変更波長保存領域４２ｂを備えた

波長記憶手段４２を設ける。そしてリセット手段３５に

より、変更波長保存領域４２ｂに記憶されている波長域

の少なくとも一部を、デフォルトデータ記憶領域４２ａ

に記憶されている初期設定値に書き換える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ た 撮 像 素 子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い
て 、
　 分 光 画 像 を 構 成 す る 波 長 域 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 用 い て 前 記 カ ラ ー 画 像 信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を
行 い 、 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、
　 こ の 分 光 画 像 形 成 回 路 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 波 長 域 を 、 連 続 的 ま た は 段 階 的 に 切 り 換
え な が ら 選 択 す る 波 長 選 択 手 段 と 、
　 こ の 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 の 初 期 設 定 値 を 記 憶 し た デ フ ォ ル ト デ ー タ
記 憶 領 域 お よ び 、 前 記 初 期 設 定 値 か ら 変 更 さ れ た 後 に 前 記 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ
る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 変 更 波 長 保 存 領 域 を 備 え た 波 長 記 憶 手 段 と 、
　 リ セ ッ ト 指 示 を 受 け た と き 、 前 記 変 更 波 長 保 存 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 の 少 な く と
も 一 部 を 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 初 期 設 定 値 に 書 き 換 え る リ セ
ッ ト 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ た 撮 像 素 子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い
て 、
　 分 光 画 像 を 構 成 す る 波 長 域 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 用 い て 前 記 カ ラ ー 画 像 信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を
行 い 、 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、
　 こ の 分 光 画 像 形 成 回 路 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 複 数 の 波 長 域 を 波 長 セ ッ ト と し て 設 定 し
、 こ の 波 長 セ ッ ト を 切 り 換 え な が ら 選 択 す る 波 長 選 択 手 段 と 、
　 こ の 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 の 初 期 設 定 値 を 記 憶 し た デ フ ォ ル ト デ ー タ
記 憶 領 域 お よ び 、 前 記 初 期 設 定 値 か ら 変 更 さ れ た 後 に 前 記 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ
る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 変 更 波 長 保 存 領 域 を 備 え た 波 長 記 憶 手 段 と 、
　 リ セ ッ ト 指 示 を 受 け た と き 、 前 記 変 更 波 長 保 存 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 の 少 な く と
も 一 部 を 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 初 期 設 定 値 に 書 き 換 え る リ セ
ッ ト 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 波 長 記 憶 手 段 が 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 お よ び 変 更 波 長 保 存 領 域 の 他 に 、
前 記 波 長 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 波 長 域 を 記 憶 し て お く 領 域 を さ ら に 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に 詳 細 に は 、 特 に 医 療 分 野 で 用 い ら れ 、 任 意 に 選 択 さ れ
た 波 長 域 の 画 像 情 報 か ら な る 分 光 画 像 （ 映 像 ） を 形 成 し 表 示 す る た め の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 固 体 撮 像 素 子 を 用 い た 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 消 化 器 官 （ 胃 粘 膜 等 ） に お け る 分 光
反 射 率 に 基 づ き 、 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 組 み 合 わ せ た 分 光 イ メ ー ジ ン グ 、 す な わ ち
狭 帯 域 フ ィ ル タ 内 蔵 電 子 内 視 鏡 装 置 (Narrow Band Imaging-NBl)が 注 目 さ れ て い る 。 こ の
装 置 は 、 面 順 次 式 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の 回 転 フ ィ ル タ の 代 わ り に 、 ３ つ の 狭
（ 波 長 ） 帯 域 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 設 け 、 こ れ ら 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 介 し て 照
明 光 を 順 次 出 力 し 、 こ れ ら の 照 明 光 で 得 ら れ た ３ つ の 信 号 に 対 し そ れ ぞ れ の 重 み 付 け を 変
え な が ら Ｒ ， Ｇ ， Ｂ （ Ｒ Ｇ Ｂ ） 信 号 の 場 合 と 同 様 の 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 分 光 画 像 を 形
成 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 分 光 画 像 に よ れ ば 、 胃 、 大 腸 等 の 消 化 器 に お い て 、 従 来 で
は 得 ら れ な か っ た 微 細 構 造 等 が 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 一 方 、 上 記 の 狭 帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 用 い る 面 順 次 式 の も の で は な く 、 特 許 文 献 １
や 非 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 固 体 撮 像 素 子 に 微 小 モ ザ イ ク の 色 フ ィ ル タ を 配 置 す る
同 時 式 に お い て 、 白 色 光 で 得 ら れ た 画 像 信 号 を 基 に 、 演 算 処 理 に て 分 光 画 像 を 形 成 す る こ
と が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の そ れ ぞ れ の カ ラ ー 感 度 特 性 を 数 値 デ ー タ 化 し た も
の と 、 特 定 の 狭 帯 域 バ ン ド パ ス の 分 光 特 性 を 数 値 デ ー タ 化 し た も の と の 関 係 を マ ト リ ク ス
デ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） と し て 求 め 、 こ の マ ト リ ク ス デ ー タ と Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と の 演 算 に よ り 狭
帯 域 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 介 し て 得 ら れ る 分 光 画 像 を 推 定 し た 分 光 画 像 信 号 を 得 る も の で
あ る 。 こ の よ う な 演 算 に よ っ て 分 光 画 像 を 形 成 す る 場 合 は 、 所 望 の 波 長 域 に 対 応 し た 複 数
の フ ィ ル タ を 用 意 す る 必 要 が な く 、 ま た こ れ ら の 交 換 配 置 が 不 要 と な る の で 、 装 置 の 大 型
化 が 避 け ら れ 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ３ ３ ３ ６ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 三 宅 洋 一 著 「 デ ジ タ ル カ ラ ー 画 像 の 解 析 ・ 評 価 」 東 京 大 学 出 版 会 、 　 　
　 　 ２ ０ ０ ０ 年 、 ｐ ． １ ４ ８ ～ １ ５ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 臨 床 上 観 察 し 易 い 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 す る 上 で 最 適 な 波 長 域 は 、 臨 床 医 師 等
の 装 置 操 作 者 に よ っ て 異 な る こ と が 多 い の で 、 被 観 察 体 の 部 位 等 に 応 じ て 最 適 と 考 え ら れ
る 波 長 域 が 予 め 用 意 さ れ て い て も 、 各 臨 床 医 師 等 が 分 光 画 像 の 形 成 に 際 し て そ れ を 利 用 す
る こ と が で き ず 、 自 分 の 感 性 に 適 合 し た 波 長 域 を 選 択 す る 作 業 を 逐 一 行 わ ざ る を 得 な い こ
と も 有 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な 場 合 に お い て 装 置 操 作 者 は 、 予 め 用 意 さ れ た 波 長 域 を 少 し ず つ 変 更 す る こ と
に な る が 、 そ の よ う な 変 更 作 業 を 行 う 上 で は 、 変 更 さ れ た 後 に 分 光 画 像 形 成 に 利 用 さ れ る
波 長 域 を 記 憶 し て お く 波 長 記 憶 手 段 あ る い は 記 憶 領 域 を 独 自 に 設 け る こ と が 望 ま し い 。 す
な わ ち 、 そ の よ う に し て お け ば 、 上 述 の よ う に 予 め 用 意 さ れ て い る 波 長 域 や 、 あ る い は 例
え ば 各 臨 床 医 師 毎 に 最 適 な 波 長 域 を 記 憶 、 保 存 し て お く 別 の 記 憶 手 段 や 記 憶 領 域 と 区 別 で
き る の で 、 変 更 作 業 途 中 の 波 長 域 を 誤 っ て 、 上 記 別 の 記 憶 手 段 や 記 憶 領 域 に 保 存 さ れ て い
る 波 長 域 に 替 え て 上 書 き 保 存 し て し ま う よ う な 不 具 合 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 変 更 さ れ た 後 に 分 光 画 像 形 成 に 利 用 さ れ る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 波 長 記
憶 手 段 あ る い は 記 憶 領 域 が 独 自 に 設 け ら れ る と 、 そ こ に 記 憶 し て 残 さ れ る 波 長 域 は 、 通 常
、 多 く の 装 置 操 作 者 に よ っ て 頻 繁 に 書 き 換 え ら れ る こ と に な る 。 そ う で あ る と 、 そ こ に 記
憶 し て 残 さ れ て い る 波 長 域 を 基 準 と し て 利 用 し て 、 そ こ か ら 新 た な 波 長 域 を 設 定 し よ う と
す る 場 合 、 基 準 が 頻 繁 に 変 わ っ て し ま う の で 、 新 た な 波 長 域 の 設 定 に 混 乱 を 来 す 可 能 性 が
非 常 に 高 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 不 具 合 を 防 止 す る た め に は 、 例 え ば 内 視 鏡 装 置 の 使 用 が 終 了 し て 電 源 が 落 と
さ れ る 都 度 、 上 記 波 長 記 憶 手 段 あ る い は 記 憶 領 域 の 記 憶 波 長 域 を 自 動 的 に 初 期 設 定 値 に リ
セ ッ ト さ せ る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し そ の よ う に す る 場 合 は 、 内 視 鏡 装 置 の 使 用 中 に 上
記 記 憶 波 長 域 を 初 期 設 定 値 に リ セ ッ ト さ せ た い と き は 、 い ち い ち 装 置 の 電 源 を 落 と さ な け
れ ば な ら な い の で 、 分 光 画 像 の 形 成 、 表 示 の 作 業 能 率 が 著 し く 損 な わ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 新 た な 波 長 域 の 設 定 を 混 乱 無 く 実
行 可 能 で 、 し か も 分 光 画 像 の 形 成 、 表 示 の 作 業 能 率 を 損 な う こ と の な い 内 視 鏡 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 第 １ の 内 視 鏡 装 置 は 、
　 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ た 撮 像 素 子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い
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て 、
　 分 光 画 像 を 構 成 す る 波 長 域 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 用 い て 前 記 カ ラ ー 画 像 信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を
行 い 、 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、
　 こ の 分 光 画 像 形 成 回 路 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 波 長 域 を 、 連 続 的 ま た は 段 階 的 に 切 り 換
え な が ら 選 択 す る 波 長 選 択 手 段 と 、
　 こ の 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 の 初 期 設 定 値 を 記 憶 し た デ フ ォ ル ト デ ー タ
記 憶 領 域 お よ び 、 前 記 初 期 設 定 値 か ら 変 更 さ れ た 後 に 前 記 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ
る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 変 更 波 長 保 存 領 域 を 備 え た 波 長 記 憶 手 段 と 、
　 リ セ ッ ト 指 示 を 受 け た と き 、 前 記 変 更 波 長 保 存 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 の 少 な く と
も 一 部 を 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 初 期 設 定 値 に 書 き 換 え る リ セ
ッ ト 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 上 記 の 波 長 記 憶 手 段 は 、 上 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 お よ び 変 更 波 長 保 存 領 域 を
共 に 備 え た １ つ の メ モ リ 等 で あ っ て も よ い し 、 あ る い は 、 そ れ ら の 記 憶 領 域 を 各 々 １ つ ず
つ 別 個 に 備 え た ２ つ の メ モ リ 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 に よ る 第 ２ の 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 波 長 域 が 用 い ら れ る 場 合 に 対 応 す る も の
で あ っ て 、
　 内 視 鏡 に 搭 載 さ れ た 撮 像 素 子 で 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 信 号 を 形 成 す る 内 視 鏡 装 置 に お い
て 、
　 分 光 画 像 を 構 成 す る 波 長 域 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、
　 こ の 記 憶 部 の マ ト リ ク ス デ ー タ を 用 い て 前 記 カ ラ ー 画 像 信 号 に 対 し て マ ト リ ク ス 演 算 を
行 い 、 選 択 さ れ た 波 長 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る 分 光 画 像 形 成 回 路 と 、
　 こ の 分 光 画 像 形 成 回 路 で 形 成 さ れ る 分 光 画 像 の 複 数 の 波 長 域 を 波 長 セ ッ ト と し て 設 定 し
、 こ の 波 長 セ ッ ト を 切 り 換 え な が ら 選 択 す る 波 長 選 択 手 段 と 、
　 こ の 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 の 初 期 設 定 値 を 記 憶 し た デ フ ォ ル ト デ ー タ
記 憶 領 域 お よ び 、 前 記 初 期 設 定 値 か ら 変 更 さ れ た 後 に 前 記 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ
る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 変 更 波 長 保 存 領 域 を 備 え た 波 長 記 憶 手 段 と 、
　 リ セ ッ ト 指 示 を 受 け た と き 、 前 記 変 更 波 長 保 存 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 の 少 な く と
も 一 部 を 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 初 期 設 定 値 に 書 き 換 え る リ セ
ッ ト 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 上 記 の 波 長 記 憶 手 段 は 、 前 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 お よ び 変 更 波 長 保 存 領 域 の
他 に 、 前 記 波 長 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 波 長 域 を 記 憶 し て お く 領 域 を さ ら に 備 え て い
る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 波 長 選 択 手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 の 初 期 設 定 値 を
記 憶 し た デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 お よ び 、 上 記 初 期 設 定 値 か ら 変 更 さ れ た 後 に 波 長 選 択
手 段 に お い て 選 択 さ れ る 波 長 域 を 記 憶 し て お く 変 更 波 長 保 存 領 域 を 備 え た 波 長 記 憶 手 段 と
、 リ セ ッ ト 指 示 を 受 け た と き 、 上 記 変 更 波 長 保 存 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 の 少 な く と
も 一 部 を 、 上 記 デ フ ォ ル ト デ ー タ 記 憶 領 域 に 記 憶 さ れ て い る 初 期 設 定 値 に 書 き 換 え る リ セ
ッ ト 手 段 と を 備 え て い る の で 、 該 リ セ ッ ト 手 段 を 操 作 す る こ と に よ り 、 変 更 波 長 保 存 領 域
に 記 憶 さ れ て い る 波 長 域 を 初 期 設 定 値 に リ セ ッ ト す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な リ セ ッ ト 操 作 を 行 え ば 、 上 記 波 長 記 憶 手 段 に 記 憶 し て 残 さ れ て い る 波 長 域 を
基 準 と し て 利 用 し て 、 そ こ か ら 新 た な 波 長 域 を 設 定 し よ う と す る 場 合 、 基 準 を 常 に 一 定 の
も の に 戻 す こ と が で き る の で 、 混 乱 を 来 す こ と な く 新 た な 波 長 域 を 設 定 す る こ と が 可 能 に
な る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 上 記 リ セ ッ ト の 操 作 は 任 意 の 時 に 行 う こ と が 出 来 る の で 、 リ セ ッ ト の た め に い ち い
ち 装 置 の 電 源 を 落 と す よ う な こ と は 不 要 で あ り 、 よ っ て 、 こ の リ セ ッ ト の た め に 分 光 画 像
の 形 成 、 表 示 の 作 業 能 率 が 損 な わ れ る こ と も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形
態 に よ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 基 本 構 成 を 示 す も の で あ る 。 図 示 の 通 り こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 は
、 ス コ ー プ １ ０ す な わ ち 内 視 鏡 本 体 部 分 と 、 こ の ス コ ー プ １ ０ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る プ
ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ と か ら 構 成 さ れ 、 こ の プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 内 に は 白 色 光 を 発 す る 光 源 １
４ が 配 置 さ れ て い る 。 ス コ ー プ １ ０ の 先 端 に は 照 明 窓 ２ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 照 明 窓 ２ ３ に
は 、 一 端 が 上 記 光 源 １ ４ に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド ２ ４ の 他 端 が 対 面 し て い る 。 な お 光 源
１ ４ は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ と は 別 体 の 光 源 装 置 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 ス コ ー プ １ ０ の 先 端 部 に は 、 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ と し て は 、 例 え ば 撮 像 面 に Ｍ ｇ （ マ ゼ ン タ ） ， Ｙ ｅ （ イ エ ロ ー ） ， Ｃ ｙ （ シ
ア ン ） ， Ｇ （ グ リ ー ン ） の 色 フ ィ ル タ を 有 す る 補 色 型 、 あ る い は Ｒ Ｇ Ｂ の 色 フ ィ ル タ を 有
す る 原 色 型 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ に は 、 同 期 信 号 に 基 づ い て 駆 動 パ ル ス を 形 成 す る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 １ ６ が
接 続 さ れ る と 共 に 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ が 出 力 し た 画 像 （ 映 像 ） 信 号 を サ ン プ リ ン グ し て 増 幅
す る Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ／ 自 動 利 得 制 御 ） 回 路 １ ７ が 接 続 さ れ て い る
。 ま た Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 １ ７ に は 、 そ の ア ナ ロ グ 出 力 を デ ジ タ ル 化 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 １
８ が 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に ス コ ー プ １ ０ 内 に は 、 そ こ に 設 け ら れ た 各 種 回 路 を 制 御 す る
と と も に 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ と の 間 の 通 信 制 御 を 行 う マ イ コ ン ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に は 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 各 種 の 画 像 処 理 を 施
す Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ ） ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ は 、 上 記 Ｃ
Ｃ Ｄ １ ５ の 出 力 信 号 か ら 輝 度 （ Ｙ ） 信 号 と 色 差 ［ Ｃ （ Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ ） ］ 信 号 で 構 成 さ れ
る Ｙ ／ Ｃ 信 号 を 生 成 し 、 そ れ を 出 力 す る 。 本 実 施 形 態 の 装 置 は 、 通 常 画 像 と 分 光 画 像 （ 共
に 動 画 お よ び 静 止 画 ） の 一 方 を 選 択 的 に 形 成 、 表 示 す る も の で あ り 、 上 記 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ に は
、 通 常 の 画 像 を 形 成 す る か 、 分 光 画 像 を 形 成 す る か の 切 換 え を 行 う 切 換 器 ２ ６ が 接 続 さ れ
て い る 。 そ し て こ の 切 換 器 ２ ６ の 一 方 の 出 力 端 子 に は 、 第 １ 色 変 換 回 路 ２ ８ が 接 続 さ れ て
い る 。 こ の 第 １ 色 変 換 回 路 ２ ８ は 、 上 記 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ （ 輝 度 ） ／ Ｃ （ 色 差
） 信 号 を Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の ３ 色 画 像 信 号 に 変 換 す る 。 な お 、 上 記 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ は ス コ ー プ １ ０ 側
に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 第 １ 色 変 換 回 路 ２ ８ の 後 段 側 に は 、 分 光 画 像 形 成 の た め の マ ト リ ク ス 演 算 を 行 っ て
、 選 択 さ れ た 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ に よ る 分 光 画 像 を 示 す 画 像 信 号 を 出 力 す る 色 空 間 変
換 処 理 回 路 ２ ９ 、 １ つ の 狭 波 長 帯 域 の 分 光 画 像 を 形 成 す る 単 色 モ ー ド と 、 ３ つ の 波 長 域 か
ら な る 分 光 画 像 を 形 成 す る ３ 色 モ ー ド と の い ず れ か を 選 択 す る モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ 、 １ つ
の 波 長 域 ま た は ３ つ の 波 長 域 の 画 像 信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 対 応 さ
せ た 処 理 を す る た め に Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 と し て 入 力 し 、 こ の Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ 信 号 を
Ｙ ／ Ｃ 信 号 に 変 換 す る 第 ２ 色 変 換 回 路 ３ １ 、 鏡 像 処 理 ， マ ス ク 発 生 、 キ ャ ラ ク タ 発 生 等 の
そ の 他 の 各 種 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 回 路 ３ ２ 、 お よ び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ３ が 逐 次 こ の 順 に
接 続 さ れ て い る 。 な お 、 モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ が 選 択 す る ３ 色 モ ー ド に 代 え て 、 ２ つ の 波 長
域 か ら な る 分 光 画 像 を 形 成 す る ２ 色 モ ー ド を 設 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ 内 に は 、 ス コ ー プ １ ０ と の 間 の 通 信 を 行 う と 共 に 、 該 装 置
１ ２ 内 の 各 回 路 を 制 御 し 、 ま た 分 光 画 像 を 形 成 す る た め の マ ト リ ク ス （ 係 数 ） デ ー タ を 上
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記 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ に 入 力 す る 等 の 機 能 を 有 す る マ イ コ ン ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
上 記 メ モ リ ３ ６ に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 す る た め の マ ト リ ク ス デ ー タ
が テ ー ブ ル の 形 で 記 憶 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 こ の メ モ リ ３ ６ に 格 納 さ れ て い
る マ ト リ ク ス デ ー タ の 一 例 は 次 の 表 １ の よ う に な る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 表 １ の マ ト リ ク ス デ ー タ は 、 例 え ば ４ ０ ０ ｎ ｍ か ら ７ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 を ５ ｎ ｍ 間
隔 で 分 け た ６ １ の 波 長 域 パ ラ メ ー タ （ 係 数 セ ッ ト ） ｐ １ ～ ｐ ６ １ か ら な り 、 こ れ ら の パ ラ
メ ー タ ｐ １ ～ ｐ ６ １ は 各 々 、 マ ト リ ク ス 演 算 の た め の 係 数 ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ ｇ ， ｋ ｐ ｂ （ ｐ ＝
１ ～ ６ １ ） か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ に お い て 、 上 記 係 数 ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ ｇ ， ｋ ｐ ｂ と 第 １ 色 変
換 回 路 ２ ８ か ら 出 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 と に よ り 次 式 で 示 す マ ト リ ク ス 演 算 が 行 わ れ て 、 分
光 画 像 信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ が 形 成 さ れ る 。
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【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す な わ ち 、 分 光 画 像 を 構 成 す る 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て そ れ ぞ れ 例 え ば ５ ０ ０ ｎ
ｍ ， ６ ２ ０ ｎ ｍ ， ６ ５ ０ ｎ ｍ が 選 択 さ れ る 場 合 は 、 係 数 （ ｋ ｐ ｒ ， ｋ ｐ ｇ ， ｋ ｐ ｂ ） と し
て 、 表 １ の ６ １ の パ ラ メ ー タ の う ち 、 中 心 波 長 ５ ０ ０ ｎ ｍ に 対 応 す る パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ の
係 数 （ -0.00119， 0.002346， 0.0016） 、 中 心 波 長 ６ ２ ０ ｎ ｍ に 対 応 す る パ ラ メ ー タ ｐ ４ ５
の 係 数 （ 0.004022， 0.000068， ‐ 0.00097） 、 お よ び 中 心 波 長 ６ ５ ０ ｎ ｍ に 対 応 す る パ ラ
メ ー タ ｐ ５ １ の 係 数 （ 0.005152， -0.00192， 0.000088） を 用 い て 上 記 マ ト リ ク ス 演 算 が な
さ れ る 。 な お こ の よ う な パ ラ メ ー タ は 、 後 述 す る 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ に 記 憶 さ れ て い る
波 長 の 組 合 せ に 基 づ い て メ モ リ ３ ６ か ら 読 み 出 さ れ る も の で あ る が 、 そ の 点 に つ い て は 後
述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 切 換 器 ２ ６ の 他 方 の 出 力 端 子 に は 、 分 光 画 像 で は な く 通 常 の カ ラ ー 画 像 を 形
成 す る た め の カ ラ ー 信 号 処 理 回 路 ３ ８ が 接 続 さ れ 、 そ し て こ の カ ラ ー 信 号 処 理 回 路 ３ ８ に
は Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ９ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 マ イ コ ン ３ ５ に は 上 記 メ モ リ ３ ６ に 加 え て 、 操 作 パ ネ ル ４ １ 、 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ 、
お よ び キ ー ボ ー ド 等 か ら な る 入 力 部 ４ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 図 ２ は 上 記 操 作 パ ネ ル ４ １ を
詳 し く 示 す も の で あ り 、 該 操 作 パ ネ ル ４ １ に は 、 併 せ て 概 略 図 示 す る 例 え ば ａ ～ ｈ の 波 長
セ ッ ト を 選 択 す る た め の セ ッ ト 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ａ 、 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の そ れ ぞ れ
の 中 心 波 長 を 選 択 す る た め 波 長 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ｂ 、 こ の 波 長 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ｂ に よ り
な さ れ る 波 長 切 換 え の 幅 を 設 定 す る 切 換 え 幅 設 定 ス イ ッ チ ４ １ ｃ 、 単 一 波 長 を 選 択 す る 単
色 モ ー ド と ３ 色 モ ー ド と の 切 換 え を 行 う モ ー ド 切 換 え ス イ ッ チ ４ １ ｄ 、 ａ ～ ｈ の 全 て の 波
長 セ ッ ト の 波 長 域 を 後 述 の 初 期 値 に 戻 す た め の オ ー ル リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｅ 、 ａ ～ ｈ の
う ち の １ つ の 波 長 セ ッ ト の 波 長 域 を 初 期 値 に 戻 す た め の 一 部 リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｆ 、 臨
床 医 師 等 の 装 置 使 用 者 毎 に 作 成 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ に 書 き 込
み 、 そ し て そ こ か ら 呼 び 出 す た め の ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ 、 波 長 セ ッ ト を 波 長 セ
ッ ト メ モ リ ４ ２ に 記 憶 、 保 存 す る た め の 保 存 ス イ ッ チ ４ １ ｈ 、 お よ び 分 光 画 像 形 成 を 指 示
す る 分 光 画 像 形 成 ス イ ッ チ ４ １ ｊ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
通 常 画 像 お よ び 分 光 画 像 の 形 成 か ら 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ス コ ー プ １ ０ で は
、 Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 １ ６ に よ っ て 駆 動 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ が 被 観 察 体 を 撮 像 し 、 撮 像 信 号 を 出
力 す る 。 こ の 撮 像 信 号 は Ｃ Ｄ Ｓ ／ Ａ Ｇ Ｃ 回 路 １ ７ で 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ と 自 動 利 得 制 御
に よ る 増 幅 を 受 け た 後 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 １ ８ で Ａ ／ Ｄ 変 換 さ れ て 、 デ ジ タ ル 信 号 と し て プ ロ
セ ッ サ 装 置 １ ２ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ で は 、 ス コ ー プ １ ０ か ら の 出 力 信 号 に 対 し て ガ ン マ 処 理 が 行 わ れ る と 共
に 、 Ｍ ｇ ， Ｙ ｅ ， Ｃ ｙ ， Ｇ の 色 フ ィ ル タ を 介 し て 得 ら れ た 信 号 に 対 し 色 変 換 処 理 が 行 わ れ
、 輝 度 （ Ｙ ） 信 号 と 色 差 （ Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ ） 信 号 か ら な る Ｙ ／ Ｃ 信 号 が 形 成 さ れ る 。 こ の
Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ の 出 力 は 、 通 常 、 切 換 器 ２ ６ に よ っ て カ ラ ー 信 号 処 理 回 路 ３ ８ へ 供 給 さ れ 、 こ
の 回 路 ３ ８ に て 鏡 像 処 理 、 マ ス ク 発 生 お よ び キ ャ ラ ク タ 発 生 等 の 所 定 の 処 理 を 受 け た 後 、
Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ９ に よ り ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ た 上 で 図 ３ に 示 す モ ニ タ ３ ４ へ 供 給 さ れ
る 。 そ れ に よ り 、 こ の モ ニ タ ３ ４ に は 通 常 の 被 観 察 体 の カ ラ ー 画 像 が 表 示 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 図 ２ に 示 す 操 作 パ ネ ル ４ １ の 分 光 画 像 形 成 ス イ ッ チ ４ １ ｊ が 押 さ れ る と 、 切 換 器
２ ６ は 、 Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信 号 を 第 １ 色 変 換 回 路 ２ ８ へ 供 給 す る 状 態 に 切
り 換 え ら れ 、 こ の 回 路 ２ ８ に よ り 上 記 Ｙ ／ Ｃ 信 号 が Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 へ 変 換 さ れ る 。 こ の Ｒ Ｇ Ｂ
信 号 は 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ へ 供 給 さ れ 、 こ の 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ で は Ｒ Ｇ Ｂ 信 号
と マ ト リ ク ス デ ー タ と に よ り 、 分 光 画 像 形 成 の た め の 前 記 数 １ 式 の マ ト リ ク ス 演 算 が 行 わ
れ る 。 す な わ ち こ の 分 光 画 像 の 形 成 で は 、 後 述 す る 操 作 パ ネ ル ４ １ の 操 作 に よ っ て λ １ ，
λ ２ ， λ ３ の ３ つ の 波 長 域 が 設 定 さ れ 、 マ イ コ ン ３ ５ は そ れ ら の ３ つ の 選 択 波 長 域 に 対 応
す る マ ト リ ク ス デ ー タ を メ モ リ ３ ６ か ら 読 み 出 し 、 そ れ ら を 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ に 入
力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 ３ つ の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て 波 長 ５ ０ ０ ｎ ｍ ， ６ ２ ０ ｎ ｍ ， ６ ５ ０ ｎ
ｍ が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 波 長 に 対 応 す る 表 １ の パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ ， ｐ ４ ５ ， ｐ
５ １ の 係 数 が 用 い ら れ て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 か ら 次 の 数 ２ 式 の マ ト リ ク ス 演 算 に て 分 光 画 像 信 号
λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ が 形 成 さ れ る 。
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 モ ー ド セ レ ク タ ３ ０ に て ３ 色 モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 上 記 分 光 画 像 信 号 λ １ ｓ
， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ が 各 々 Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ の ３ 色 画 像 信 号 と し て 第 ２ 色 変 換 回 路 ３ １ に 入
力 さ れ 、 ま た 単 色 モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 は 分 光 画 像 信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ の
い ず れ か １ つ が Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ の 信 号 と し て 第 ２ 色 変 換 回 路 ３ １ に 入 力 さ れ る 。 こ の 第
２ 色 変 換 回 路 ３ １ で は 、 Ｒ ｓ ， Ｇ ｓ ， Ｂ ｓ の ３ 色 画 像 信 号 が Ｙ ／ Ｃ 信 号 （ Ｙ ， Ｒ ｓ － Ｙ ，
Ｂ ｓ － Ｙ ） に 変 換 さ れ 、 こ の Ｙ ／ Ｃ 信 号 が 信 号 処 理 回 路 ３ ２ お よ び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ ３ を 介
し て 前 述 の モ ニ タ ３ ４ 等 へ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の よ う に し て モ ニ タ ３ ４ 等 に 表 示 さ れ る 分 光 画 像 は 、 図 ４ お よ び 図 ５ で 示 す よ う な
波 長 域 の 色 成 分 で 構 成 さ れ る も の と な る 。 す な わ ち 図 ４ は 、 原 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ １ ５ の 色 フ ィ ル
タ の 分 光 感 度 特 性 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 、 分 光 画 像 を 形 成 す る ３ つ の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ を 重
ね た 概 念 図 で あ り 、 ま た 図 ５ は 、 生 体 の 反 射 ス ペ ク ト ル に ３ つ の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３
を 重 ね た 概 念 図 で あ る 。 先 に 例 示 し た パ ラ メ ー タ ｐ ２ １ ， ｐ ４ ５ ， ｐ ５ １ に よ る 分 光 画 像
信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 各 々 ５ ０ ０ ｎ ｍ 、 ６ ２ ０ ｎ ｍ 、 ６
５ ０ ｎ ｍ を 中 心 波 長 と す る ± １ ０ ｎ ｍ 程 度 の 範 囲 の 波 長 域 の 色 信 号 で あ り 、 こ れ ら ３ つ の
波 長 域 の 色 の 組 合 せ か ら 構 成 さ れ る 分 光 画 像 （ 動 画 お よ び 静 止 画 ） が 表 示 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 切 換 器 ２ ６ が Ｄ Ｓ Ｐ ２ ５ か ら 出 力 さ れ た Ｙ ／ Ｃ 信 号 を 第 １ 色 変 換 回 路 ２ ８ へ 供 給
す る 状 態 に あ っ て 、 分 光 画 像 が 形 成 、 表 示 さ れ て い る と き に 、 図 ２ に 示 し た 操 作 パ ネ ル ４
１ の 分 光 画 像 形 成 ス イ ッ チ ４ １ ｊ が 押 さ れ る と 、 切 換 器 ２ ６ は 、 上 記 Ｙ ／ Ｃ 信 号 を カ ラ ー
信 号 処 理 回 路 ３ ８ へ 供 給 す る 状 態 に 戻 さ れ 、 動 画 あ る い は 静 止 画 で あ る カ ラ ー の 通 常 画 像
が 表 示 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 上 記 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 選 択 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 図 ２ に 示
す よ う に 、 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 波 長 セ ッ ト と し て 、 例 え ば ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ ， ６ ０ ０ （ ｎ ｍ
、 以 下 同 様 ） の 標 準 セ ッ ト ａ 、 血 管 を 描 出 す る た め の ４ ７ ０ ， ５ ０ ０ ， ６ ７ ０ の 血 管 Ｂ １
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セ ッ ト ｂ 、 同 じ く 血 管 を 描 出 す る た め の ４ ７ ５ ， ５ １ ０ ， ６ ８ ５ の 血 管 Ｂ ２ セ ッ ト ｃ 、 特
定 組 織 を 描 出 す る た め の ４ ４ ０ ， ４ ８ ０ ， ５ ２ ０ の 組 織 Ｅ １ セ ッ ト ｄ 、 同 じ く 特 定 組 織 を
描 出 す る た め の ４ ８ ０ ， ５ １ ０ ， ５ ８ ０ の 組 織 Ｅ ２ セ ッ ト ｂ 、 オ キ シ ヘ モ グ ロ ビ ン と デ オ
キ シ ヘ モ グ ロ ビ ン と の 差 を 描 出 す る た め の ４ ０ ０ ， ４ ３ ０ ， ４ ７ ５ の ヘ モ グ ロ ビ ン セ ッ ト
ｆ 、 血 液 と カ ロ テ ン と の 差 を 描 出 す る た め の ４ １ ５ ， ４ ５ ０ ， ５ ０ ０ の 血 液 ‐ カ ロ テ ン セ
ッ ト ｇ 、 血 液 と 細 胞 質 の 差 を 描 出 す る た め の ４ ２ ０ ， ５ ５ ０ ， ６ ０ ０ の 血 液 ‐ 細 胞 質 セ ッ
ト ｈ の ８ つ の 波 長 セ ッ ト が 、 デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト と し て 、 図 ２ に 示 す 波 長 セ ッ ト メ モ リ
４ ２ の 第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 の 工 場 出 荷 時 に は 、 上 記 第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波
長 セ ッ ト が 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に も 記 憶 さ れ 、 そ の 後 最 初 に 電 源 を 入
れ て 装 置 を 立 ち 上 げ る と 、 こ の 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト が
マ イ コ ン ３ ５ に よ っ て 選 択 さ れ る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 す 操 作 パ ネ ル ４ １ の 分 光 画 像 形 成 ス
イ ッ チ ４ １ ｊ が 押 さ れ る と 、 上 述 の 選 択 さ れ た 波 長 セ ッ ト の 中 の 標 準 セ ッ ト ａ が 、 図 ３ の
モ ニ タ ３ ４ に お い て 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に 表 示 さ れ る 。 こ の と き 、 モ ー ド 切 換 え ス イ
ッ チ ４ １ ｄ が 押 さ れ て ３ 色 モ ー ド が 選 択 さ れ て い れ ば 、 標 準 セ ッ ト ａ の λ １ ＝ ４ ０ ０ ｎ ｍ
， λ ２ ＝ ５ ０ ０ ｎ ｍ ， λ ３ ＝ ６ ０ ０ ｎ ｍ に 対 応 す る 各 パ ラ メ ー タ が メ モ リ ３ ６ か ら 読 み 出
さ れ 、 そ れ ら の パ ラ メ ー タ が 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ に 入 力 さ れ る 。 色 空 間 変 換 処 理 回 路
２ ９ は 、 入 力 さ れ た パ ラ メ ー タ を 用 い て 前 述 の マ ト リ ク ス 演 算 を 行 い 、 分 光 画 像 信 号 λ １
ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ れ ら の 分 光 画 像 信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ
に よ る 分 光 画 像 が 図 ３ の モ ニ タ ３ ４ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 臨 床 医 師 等 の 装 置 操 作 者 は 、 図 ２ の 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る セ ッ ト 選 択 ス イ ッ チ ４ １
ａ を 操 作 す る こ と に よ り 、 デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト の そ の 他 の 波 長 セ ッ ト ｂ ～ ｈ を 任 意 に 選
択 す る こ と が で き 、 マ イ コ ン ３ ５ は こ う し て 選 択 さ れ た 波 長 セ ッ ト を 、 図 ３ の モ ニ タ ３ ４
に お い て 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に 表 示 さ せ る 。 そ れ と と も に こ の 場 合 も 、 選 択 さ れ た 波
長 セ ッ ト の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ に 対 応 す る 各 パ ラ メ ー タ が マ イ コ ン ３ ５ に よ っ て メ モ
リ ３ ６ か ら 読 み 出 さ れ 、 そ れ ら の パ ラ メ ー タ が 色 空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ に 入 力 さ れ る 。 色
空 間 変 換 処 理 回 路 ２ ９ は 、 入 力 さ れ た パ ラ メ ー タ を 用 い て 前 述 の マ ト リ ク ス 演 算 を 行 い 、
分 光 画 像 信 号 λ １ ｓ ， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ れ ら の 分 光 画 像 信 号 λ １ ｓ
， λ ２ ｓ ， λ ３ ｓ に よ る 分 光 画 像 が 図 ３ の モ ニ タ ３ ４ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お セ ッ ト 選 択 ス イ ッ チ ４ １ ａ は 図 ２ に 示 す 通 り 、 上 向 き の 三 角 形 の 操 作 部 を 有 す る 上
行 ス イ ッ チ と 、 下 向 き の 三 角 形 の 操 作 部 を 有 す る 下 行 ス イ ッ チ と か ら な り 、 前 者 が １ 回 押
さ れ る 毎 に 波 長 セ ッ ト は ａ → ｈ → ｇ ・ ・ ・ と 逐 次 選 択 さ れ 、 そ れ に 対 し て 後 者 が １ 回 押 さ
れ る 毎 に 波 長 セ ッ ト は ａ → ｂ → ｃ ・ ・ ・ と 逐 次 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ の う ち の １ つ が 選 択 さ れ て い る と き 、 操 作 者 が 波 長 選 択 ス
イ ッ チ ４ １ ｂ を 操 作 す る こ と に よ り 、 そ の 選 択 さ れ て い る 波 長 セ ッ ト の 波 長 域 λ １ ， λ ２
， λ ３ の そ れ ぞ れ を 任 意 の 値 に 変 更 す る こ と が で き る 。 こ の 波 長 域 の 変 更 に 際 し て は 、 波
長 切 換 え 幅 を 、 切 換 え 幅 設 定 ス イ ッ チ ４ １ ｃ に よ っ て 変 え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 切
換 え 幅 設 定 ス イ ッ チ ４ １ ｃ の ツ マ ミ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 連 続 的 切 換 え に 近 い １ ｎ ｍ
幅 、 ス テ ッ プ 切 換 え で あ る ５ ｎ ｍ 幅 、 １ ０ ｎ ｍ 幅 、 ２ ０ ｎ ｍ 幅 と い う よ う に 、 連 続 的 ま た
は 段 階 的 な 切 換 え を 設 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 例 え ば １ ｎ ｍ 幅 で 切 り 換 え る 場 合 は 、
４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に お い て ３ ０ １ の 波 長 域 を 設 定 し 、 こ の ３ ０ １ の 波 長 域 に 対 応
し た マ ト リ ク ス デ ー タ （ ｐ ′ １ ～ ｐ ′ ３ ０ １ ） を 作 成 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ は こ の 波 長 域 の 選 択 を 示 す も の で あ り 、 上 記 ５ ｎ ｍ 幅 を 設 定 し た と き は 、 λ １ の 切
換 え で 示 さ れ る よ う に 、 ４ ０ ０ → ４ ０ ５ → ４ １ ０ と い う よ う に 切 り 換 え ら れ 、 上 記 ２ ０ ｎ
ｍ 幅 を 設 定 し た と き は 、 λ ３ の 切 換 え で 示 さ れ る よ う に 、 ６ ０ ０ → ６ ２ ０ → ６ ４ ０ と い う
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よ う に 切 り 換 え ら れ 、 こ の 値 が モ ニ タ ３ ４ の 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ に は 、 上 記 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に お け る 表 示 状 態 を 詳 し く 示 し て あ る 。 本 実 施
形 態 で は 、 前 記 信 号 処 理 回 路 ３ ２ 内 の キ ャ ラ ク タ 発 生 等 に よ っ て 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う
に 、 モ ニ タ ３ ４ の 右 下 部 等 に 設 定 さ れ た 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に 波 長 情 報 が 表 示 さ れ る
。 す な わ ち 、 こ の 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 λ １ ， λ ２ ，
λ ３ 等 の 文 字 の 下 に 、 選 択 さ れ た 波 長 の 値 （ ｎ ｍ ） が 表 示 さ れ る 。 あ る い は 図 ３ （ Ｃ ） に
示 す よ う に 、 横 軸 を 波 長 目 盛 、 縦 軸 を 感 度 と し 、 選 択 さ れ た 波 長 域 を 可 動 グ ラ フ （ 図 ４ に
対 応 し た も の ） で ビ ジ ュ ア ル 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 波 長 セ ッ ト の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ を 上 述 の よ う に 任 意 の 値 に 変 更 す る 処 理 は
、 図 ２ に 示 す 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 作 業 領 域 ４ ２ ｄ を 利 用 し 、 そ こ に 一 時 的 な デ ー タ を
格 納 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ に 示 す モ ー ド 切 換 え ス イ ッ チ ４ １ ｄ は 単 色 モ ー ド と ３ 色 モ ー ド の 切 換 え を 行 う も の
で あ り 、 ３ 色 モ ー ド 動 作 時 に こ の モ ー ド 切 換 え ス イ ッ チ ４ １ ｄ を 押 す と 、 単 色 モ ー ド へ 切
り 換 え ら れ 、 マ イ コ ン ３ ５ に よ り 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 全 て が 、 ４ ７ ０ ， ４ ７ ０ ， ４
７ ０ と い う よ う に 同 一 の 値 に 設 定 さ れ る 。 そ し て モ ニ タ ３ ４ に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 共
通 の 波 長 域 が 表 示 さ れ る 。 な お こ の 共 通 の 波 長 域 に つ い て も 、 上 記 波 長 選 択 ス イ ッ チ ４ １
ｂ に よ っ て 任 意 の 値 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 の 操 作 パ ネ ル ４ １ 上 の ス イ ッ チ 類 の 一 部 の 機 能 を キ ー ボ ー ド の キ ー 機 能 に
置 き 換 え た り 、 全 部 の 機 能 を キ ー ボ ー ド の キ ー 機 能 に 置 き 換 え た り し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ の う ち の い く つ か に つ い て 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ を
変 更 し た 場 合 、 図 ２ の 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る 保 存 ス イ ッ チ ４ １ ｈ を 押 す と 、 そ れ ら の 変 更
を 含 む 新 し い 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ が 、 マ イ コ ン ３ ５ に よ り 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ２ 領 域
４ ２ ｂ に 上 書 き 保 存 さ れ る 。 こ の よ う な 保 存 は 、 そ の 新 し い 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 利 用 し て
直 ち に 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 さ せ る よ う な 場 合 に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に し て 作 成 さ れ た 新 し い 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ は 、 例 え ば 図 ２ の 操 作 パ ネ
ル ４ １ に 有 る 保 存 ス イ ッ チ ４ １ ｈ と ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ と を 同 時 に 押 す こ と に
よ り 、 マ イ コ ン ３ ５ に よ っ て 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 新 た に 記 憶 、 保 存
さ れ る 。 こ の と き 図 ３ に 示 す モ ニ タ ３ ４ に は 、 そ の 保 存 を 行 っ た 装 置 操 作 者 の 名 前 を 入 力
す る こ と を 示 唆 す る 案 内 表 示 が 出 さ れ る 。 そ こ で 、 図 １ に 示 す キ ー ボ ー ド 等 の 入 力 部 ４ ３
を 利 用 し て 、 例 え ば 「 Ｄ ｒ ． × × 」 等 の 名 前 が 入 力 さ れ る 。 マ イ コ ン ３ ５ は こ の 入 力 さ れ
た 名 前 と 対 応 付 け て 、 上 記 新 し い 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 上 記 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ せ る 。
本 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て 最 大 １ ０ 組 の 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 、 そ れ ぞ れ 装 置 操 作 者 の 名
前 と 対 応 付 け て 記 憶 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 、 保 存 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ は 、
操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ を 押 す こ と に よ り 、 該 第 ３ 領 域 ４ ２
ｃ か ら 読 み 出 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ
を １ 回 押 す 毎 に 、 マ イ コ ン ３ ５ に よ り 、 第 １ 組 の 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ 、 第 ２ 組 の 波 長 セ ッ ト
ａ ～ ｈ 、 第 ３ 組 の 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ ・ ・ ・ ・ と い う よ う に 順 次 波 長 セ ッ ト が 選 択 さ れ て 第
３ 領 域 ４ ２ ｃ か ら 読 み 出 さ れ 、 変 更 波 長 保 存 領 域 と し て の 前 記 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 格 納 さ れ
る 。 そ し て マ イ コ ン ３ ５ に よ り 、 こ の 格 納 さ れ た 波 長 セ ッ ト の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ に
対 応 す る 各 パ ラ メ ー タ が メ モ リ ３ ６ か ら 読 み 出 さ れ る 。 そ れ ら の パ ラ メ ー タ に よ る 分 光 画
像 形 成 は 、 先 に 述 べ た の と 同 様 に し て な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 な お 、 上 述 の よ う に し て 選 択 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ に 関 し て は 、 図 ３ の （ Ｂ ） お よ び
（ Ｃ ） に 示 す よ う に モ ニ タ ３ ４ の 波 長 情 報 表 示 領 域 ３ ４ ｓ に お い て 、 例 え ば 分 光 画 像 形 成
を 示 す 「 ｉ 」 の 表 示 と 共 に 、 「 Ｄ ｒ ． × × 　 ｂ ． 血 管 Ｂ １ 」 の よ う に 、 作 成 者 の 名 前 お よ
び セ ッ ト 名 の 表 示 が な さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ど の よ う な 波 長 セ ッ ト に 基 づ い て 分 光 画 像 が
形 成 、 表 示 さ れ て い る の か を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 臨 床 上 観 察 し 易 い 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 す る 上 で 最 適 な 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ は 、 臨
床 医 師 等 の 装 置 操 作 者 に よ っ て 異 な る こ と が 多 い が 、 上 述 の よ う に 各 装 置 操 作 者 毎 に 波 長
セ ッ ト ａ ～ ｈ を １ 組 作 成 、 保 存 し 、 そ れ を 読 み 出 し て 使 用 で き る よ う に し て お け ば 、 各 装
置 操 作 者 が 最 も 観 察 し 易 い 分 光 画 像 を 迅 速 か つ 簡 単 に 形 成 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 波 長 セ ッ ト に つ い て 上 記 「 Ｄ ｒ ． × × 　 ｂ ． 血 管 Ｂ １ 」 の よ う な 表 示 を 出 す に 当
た っ て は 、 そ の 波 長 セ ッ ト が 前 記 デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト の ま ま で あ る 場 合 は 例 え ば 白 色 で
、 デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト か ら 変 更 さ れ た も の で あ る 場 合 は 例 え ば 緑 色 で 、 と い う よ う に 色
分 け 表 示 す れ ば 、 波 長 セ ッ ト の 履 歴 を 知 る こ と が で き る の で 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ か ら 読 み 出 し た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ は
、 先 に 述 べ た 第 １ 領 域 ４ ２ ａ か ら 読 み 出 し た デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 変 更 し た 場 合
と 同 様 に し て 、 一 部 あ る い は 全 部 に つ い て 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ を 変 更 す る こ と が 可 能
で あ る 。 こ の よ う に し て 変 更 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ は 、 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る 保 存 ス イ
ッ チ ４ １ ｈ を 押 す こ と に よ り 、 マ イ コ ン ３ ５ に よ っ て 、 図 １ の 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第
３ 領 域 ４ ２ ｃ に 上 書 き 保 存 さ れ る 。 つ ま り 、 そ の 波 長 セ ッ ト が 例 え ば 「 Ｄ ｒ ． × × 」 に よ
っ て 作 成 さ れ た 第 １ 組 の 波 長 セ ッ ト で あ れ ば 、 変 更 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ が 新 し い 第 １
組 の 波 長 セ ッ ト と し て 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 上 述 の よ う に し て 変 更 さ れ た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ は 、 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る 保 存
ス イ ッ チ ４ １ ｈ と ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ と を 同 時 に 押 す こ と に よ り 、 図 １ の 波 長
セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 新 規 の 組 の 波 長 セ ッ ト と し て 記 憶 、 保 存 さ せ る こ と
も 可 能 で あ る 。 こ の と き も 図 ３ に 示 す モ ニ タ ３ ４ に は 、 そ の 保 存 を 行 っ た 装 置 操 作 者 の 名
前 を 入 力 す る こ と を 示 唆 す る 案 内 表 示 が 出 さ れ る 。 そ こ で 、 図 １ に 示 す キ ー ボ ー ド 等 の 入
力 部 ４ ３ を 利 用 し て 、 例 え ば 「 Ｄ ｒ ． ○ ○ 」 等 の 名 前 が 入 力 さ れ る 。 マ イ コ ン ３ ５ は こ の
入 力 さ れ た 名 前 と 対 応 付 け て 、 新 規 の 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 上 記 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ せ
る 。 こ う す る こ と に よ り 、 例 え ば 臨 床 経 験 の 浅 い 装 置 操 作 者 が 、 臨 床 経 験 豊 富 な 装 置 操 作
者 が 作 成 し た 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ を 一 部 流 用 し て 、 自 分 に 適 し た 波 長 セ ッ ト を 簡 単 に 作 成 す
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 上 述 の よ う に 保 存 ス イ ッ チ ４ １ ｈ と ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ ４ １ ｇ と を 同 時 に 押
す 代 わ り に 、 保 存 ス イ ッ チ ４ １ ｈ の み を 押 す よ う に す る と と も に 、 そ の と き 上 記 モ ニ タ ３
４ に 「 上 書 き し ま す か ？ 」 の 表 示 を 出 さ せ 、 そ れ に 対 し て 入 力 部 ４ ３ か ら 同 意 を 示 す 入 力
が な さ れ た と き は 、 波 長 セ ッ ト を 読 み 出 し た 組 の 波 長 セ ッ ト と し て 上 書 き し 、 非 同 意 を 示
す 入 力 が な さ れ た と き は 、 波 長 セ ッ ト を 読 み 出 し た 組 と は 別 の 組 の 波 長 セ ッ ト と し て 新 た
に 記 憶 、 保 存 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る 波 長 セ ッ ト の リ セ ッ ト
に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト を 前 述 の
よ う に し て 変 更 し 、 そ れ に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 し た 後 、 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る
オ ー ル リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｅ が 押 さ れ る と 、 マ イ コ ン ３ ５ は 、 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の
第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト を 読 み 出 し て 、 そ れ を 第 ２ 領 域 ４
２ ｂ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 こ の リ セ ッ ト 操 作 は 、 例 え ば 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 し た 後 に 必 ず 行 う こ と が 望 ま し い 。
そ う す る こ と に よ り 、 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る 波 長 セ ッ ト を 基 に し た 新 規 波 長 セ
ッ ト の 作 成 は 、 装 置 操 作 者 が 誰 に 代 わ っ て も 、 必 ず デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト か ら 行 わ れ る よ
う に な る の で 、 基 に な る 波 長 セ ッ ト が 何 通 り も 存 在 す る こ と か ら 新 規 波 長 セ ッ ト の 作 成 が
混 乱 し て し ま う こ と を 防 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 上 記 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト を 前 述 の よ う に し て
変 更 し 、 そ れ に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 し た 後 、 図 ２ の 操 作 パ ネ ル ４ １ に 有 る 一 部
リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｆ が 押 さ れ る と 、 マ イ コ ン ３ ５ は 、 そ の 分 光 画 像 の 形 成 に 使 用 し た
１ 組 の 波 長 セ ッ ト （ ａ ～ ｈ の い ず れ か ） に 代 え て 、 第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て い る デ フ
ォ ル ト 波 長 セ ッ ト 中 の 同 組 の 波 長 セ ッ ト （ ａ ～ ｈ の い ず れ か ） を 第 ２ 領 域 ４ ２ ｂ に 記 憶 さ
せ る 。 そ う す る こ と に よ り 、 あ る 波 長 セ ッ ト （ ａ ～ ｈ の い ず れ か ） を い ろ い ろ 変 更 し て い
る う ち に 、 ど れ が 最 良 の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ で あ る か 混 乱 し て 分 か ら な く な っ た よ う
な 場 合 に 、 基 準 と な る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト に 戻 す こ と で 、 混 乱 を 解 消 す る こ と が 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 波 長 セ ッ ト メ モ リ ４ ２ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ れ て い る 波 長 セ ッ ト の リ セ ッ ト
に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ れ て い る 装 置 操 作 者 毎 の 波 長 セ ッ ト を 前
述 の よ う に し て 変 更 し 、 そ れ に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 し た 後 、 図 ２ の 操 作 パ ネ ル
４ １ に 有 る オ ー ル リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｅ が 押 さ れ る と 、 マ イ コ ン ３ ５ は 、 波 長 セ ッ ト メ
モ リ ４ ２ の 第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト を 読 み 出 し て 、 そ れ を
第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 あ る い は 、 上 記 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ に 記 憶 さ れ て い る 装 置 操 作 者 毎 の 波 長 セ ッ ト を 前 述 の よ
う に し て 変 更 し 、 そ れ に 基 づ い て 分 光 画 像 を 形 成 、 表 示 し た 後 、 図 ２ の 操 作 パ ネ ル ４ １ に
有 る 一 部 リ セ ッ ト ス イ ッ チ ４ １ ｆ が 押 さ れ る と 、 マ イ コ ン ３ ５ は 、 そ の 分 光 画 像 の 形 成 に
使 用 し た １ 組 の 波 長 セ ッ ト （ ａ ～ ｈ の い ず れ か ） に 代 え て 、 第 １ 領 域 ４ ２ ａ に 記 憶 さ れ て
い る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト 中 の 同 組 の 波 長 セ ッ ト （ ａ ～ ｈ の い ず れ か ） を 第 ３ 領 域 ４ ２ ｃ
に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 の ど ち ら か の リ セ ッ ト 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 波 長 セ ッ ト ａ ～ ｈ の う ち の い ず れ か
１ つ あ る い は 複 数 に お け る 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ を い ろ い ろ 変 更 し て い る う ち に 、 ど れ
が 最 良 の 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ で あ る か 混 乱 し て 分 か ら な く な っ た よ う な 場 合 に 、 基 準
と な る デ フ ォ ル ト 波 長 セ ッ ト に 戻 す こ と で 、 混 乱 を 解 消 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 上 記 実 施 形 態 で は 、 ４ ０ ０ ｎ ｍ か ら ７ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 域 を ６ １ の 波 長 域 に 分 割 し て
選 択 で き る よ う に し た が 、 波 長 域 λ １ ， λ ２ ， λ ３ と し て 、 赤 外 域 を 含 め た 波 長 域 、 あ る
い は 赤 外 域 の み の 波 長 セ ッ ト を 選 択 す る こ と に よ り 、 可 視 光 域 の カ ッ ト フ ィ ル タ を 用 い る
こ と な く 、 従 来 に お い て 赤 外 線 を 照 射 し て 得 ら れ る 画 像 に 近 似 し た 分 光 画 像 を 得 る こ と が
で き る 。 ま た 従 来 の 内 視 鏡 で は 、 励 起 光 照 射 に よ り 癌 組 織 等 か ら の 発 光 す る 蛍 光 を 撮 影 す
る こ と が 行 わ れ る が 、 上 記 λ １ ， λ ２ ， λ ３ の 波 長 セ ッ ト と し て 、 蛍 光 波 長 に 合 わ せ た も
の を 選 択 す る こ と に よ り 、 蛍 光 を 発 す る 部 分 の 分 光 画 像 を 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合
は 、 励 起 光 の カ ッ ト フ ィ ル タ が 不 要 と な る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 従 来 の 内 視 鏡 で は 、 被 観 察 体 に イ ン デ ィ ゴ や ピ オ ク タ ニ ン 等 の 色 素 散 布 を 行 い
、 色 素 散 布 に よ っ て 着 色 し た 組 織 を 撮 像 す る こ と が 行 わ れ て い る が 、 上 記 λ １ ， λ ２ ， λ
３ の 波 長 セ ッ ト と し て 、 色 素 散 布 に よ っ て 着 色 す る 組 織 が 描 出 で き る 波 長 域 を 選 択 す る こ
と に よ り 、 色 素 散 布 を す る こ と な く 、 色 素 散 布 時 の 画 像 と 同 等 の 分 光 画 像 を 得 る こ と も で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る プ ロ セ ッ サ 装 置 の 操 作 パ ネ ル の 構 成 、 お よ び 波 長 セ
ッ ト の 例 を 示 す 図
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の モ ニ タ に お け る 波 長 情 報 表 示 領 域 、 お よ び そ の 表 示 例 を 示 す
図
【 図 ４ 】 分 光 画 像 の 波 長 域 の 一 例 を 、 原 色 型 Ｃ Ｃ Ｄ の 分 光 感 度 特 性 と 共 に 示 す グ ラ フ
【 図 ５ 】 分 光 画 像 の 波 長 域 の 一 例 を 、 生 体 の 反 射 ス ペ ク ト ル と 共 に 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 波 長 切 換 え ス イ ッ チ で 操 作 さ れ る 波 長 切 換 え 状 態 を 示 す 図
【 図 ７ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 単 色 モ ー ド で 選 択 さ れ る 波 長 セ ッ ト を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 　 １ ０ 　 　 ス コ ー プ （ 電 子 内 視 鏡 本 体 部 ）
　 　 　 １ ２ 　 　 プ ロ セ ッ サ 装 置 、
　 　 　 １ ５ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 　 　 ２ ０ ， ３ ５ 　 　 マ イ コ ン
　 　 　 ２ ５ 　 　 Ｄ Ｓ Ｐ
　 　 　 ２ ６ 　 　 切 換 器
　 　 　 ２ ９ 　 　 色 空 間 変 換 処 理 回 路
　 　 　 ３ ０ 　 　 モ ー ド セ レ ク タ
　 　 　 ３ ２ 　 　 信 号 処 理 回 路
　 　 　 ３ ４ 　 　 モ ニ タ
　 　 　 ３ ４ ｓ 　 　 波 長 情 報 表 示 領 域
　 　 　 ３ ６ 　 　 メ モ リ
　 　 　 ３ ８ 　 　 カ ラ ー 信 号 処 理 回 路
　 　 　 ４ １ 　 　 操 作 パ ネ ル
　 　 　 ４ １ ａ 　 　 セ ッ ト 選 択 ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｂ 　 　 波 長 選 択 ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｃ 　 　 切 換 え 幅 設 定 ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｄ 　 　 モ ー ド 切 換 え ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｅ 　 　 オ ー ル リ セ ッ ト ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｆ 　 　 一 部 リ セ ッ ト ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｇ 　 　 ド ク タ ー ペ ー ジ ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｈ 　 　 保 存 ス イ ッ チ
　 　 　 ４ １ ｊ 　 　 分 光 画 像 形 成 ス イ ッ チ
　 　 　 ４ ２ 　 　 波 長 セ ッ ト メ モ リ
　 　 　 ４ ２ ａ 　 　 波 長 セ ッ ト メ モ リ の 第 １ 領 域
　 　 　 ４ ２ ｂ 　 　 波 長 セ ッ ト メ モ リ の 第 ２ 領 域
　 　 　 ４ ２ ｃ 　 　 波 長 セ ッ ト メ モ リ の 第 ３ 領 域
　 　 　 ４ ２ ｄ 　 　 波 長 セ ッ ト メ モ リ の 作 業 領 域
　 　 　 ４ ３ 　 　 入 力 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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摘要(译)

A进行使用的波长范围内的矩阵数据构成的分光图像基于所述彩色图像信
号的矩阵运算，选择形成所述波长范围的分光图像的内窥镜装置，一个
新的波长范围的设置它可以执行而不会混淆。 和A RGB信号，选择.
lambda.1三个波长范围，λ2，执行矩阵运算和对应于λ3信号的矩阵数
据，具有色彩空间转换处理电路29用于形成分光图像的内窥镜在缺省数
据存储区域42a和存储的波长区域的初始设定值，以在波长选择来选择装
置35，改变存储在所述波长选择装置选择的波长范围内的初始设定值被
改变后装置35提供具有波长保持区域42b的波长存储装置42。重置单元
35将存储在改变的波长存储区域42b中的波长范围的至少一部分重写为存
储在默认数据存储区域42a中的初始设置值。 点域1
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